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球磨郡町村議会議長会（9月2日）（10月9日）

国土交通省八代河川国道事務所長がダムによらない治水対策をした場合

の引き提、導水路等の案を示され、引き提案では本村の家屋等が約280戸、

用地買収が190haかかると図面を基に説明されたので、これでは村民も到

底納得できない旨を伝えた。

全員協議会、議会運営委員会（9月2日）

金婚式（9月6日）9組

牛共進会（9月7日）

敬老会（9月15日）

議会定例会（9月11日～ 18日）

北嶽神社秋の大祭（9月23日）

相良南北小学校運動会（9月29日）

下球磨郡町村議会議員親善グランドゴルフ大会（9月30日）

主催者挨拶　相良議会優勝

熊本県町村議会議員研修会（嘉島町）（10月1日）

元総務大臣と元鳥取県知事をされた片山善博氏より「国は核

となる市を中心に周りの町村の議会等の権限を弱めて、令和

の大合併を目論んでいるので、目先の補助金等に惑わされな

いように」との講演であった、総務省に精通されている方が

言われたので信ぴょう性があり。議会としても国、県の動向

にアンテナを張って、村民のためになるような対応をしなけ

ればならないと強く感じた。

村内保育園運動会（暁、なつめ）（10月5日）

熊本県町村議会議長会理事会（10月10、11日）

球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会（10月18日）

（湯前町）　主催者挨拶

四浦阿蘇神社大祭（10月19日）

臨時議会（10月29日）

議
長
報
告

相良村議会議長
吉松 啓一

祝辞を述べた金婚式

下球磨町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会表彰式

蒲島県知事と片山元総務大臣熊本県町村議会議長会理事
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９月定例会９月定例会

こんな事が決まりましたこんな事が決まりました

　令和元年第４回９月定例会が、９月11日から18日までの８日間の会期で開催され、健全化判断比率の報告
等３件、承認１件、平成30年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、令和元年度一般会計及び特
別会計の補正予算５件、条例の制定等４件、相良村教育委員会委員の任命及び発議２件が提案されました。
慎重審議の結果、原案どおり承認、認定及び可決しました。
一般質問には9人が登壇し、村長の考えを質しました。

○報告
　報告第３号　平成30年度株式会社さがら経営状況報告
　報告第４号　健全化判断比率の報告
　報告第５号　資金不足比率の報告

○承認案・・・原案承認
　承認第７号　令和元年度相良村一般会計補正予算（第４号）
　　　　　　　（７月豪雨災害復旧による補正　270万円）

○認定議案・・・原案認定
　認定第１号　平成30年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定
　認定第２号　平成30年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第３号　平成30年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第４号　平成30年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第５号　平成30年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第６号　平成30年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計 一般 国保 簡易水道 農集排 介護 後期高齢者 合計

収入済額　A 3,560,496 620,797 95,175 219,742 700,192 60,436 5,256,838

支出済額　B 3,381,751 594,644 89,800 215,136 633,515 59,647 4,974,493

歳入歳出差引額
（A－B）C 178,745 26,153 5,375 4,606 66,677 789 282,345

翌年度へ繰り
越すべき財源D 94,151 0 0 0 0 0 94,151

実質収支
（C－D）E 84,594 26,153 5,375 4,606 66,677 789 188,194

○条例議案・・・原案可決
　議案第35号　相良村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
　議案第36号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第37号　相良村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第38号　令和元年度相良村一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出それぞれに7,351万4千円を追加し、総額35億1,210万9千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で
可決しました。補正の主なものは次のページのとおりです。

令和元年第４回相良村議会定例会報告令和元年第４回相良村議会定例会報告
平成30年度一般会計及び特別会計の決算を認定平成30年度一般会計及び特別会計の決算を認定
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９月定例会９月定例会
　歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
地 方 交 付 税 1,542,600 79,873 1,622,473 普通交付税
分担金及び負担金 17,564 △4,134 13,430 保育料（現年度分）
国 庫 支 出 金 321,519 11,823 333,342 公共土木施設災害復旧費等
県 支 出 金 289,209 6,805 296,014 土砂災害危険住宅移転補助金
財 産 収 入 15,565 20,187 35,752 財政調整基金利子等
繰 入 金 293,225 △48,646 244,579 財政調整基金繰入金
諸 収 入 48,607 3,006 51,613 森林研究・造林受託事業収入
村 債 333,400 4,600 338,000 災害復旧事業
歳 入 合 計 3,438,595 73,514 3,512,109

　歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

総 務 費 690,127 20,800 710,927 相良村予約型乗合タクシ－
民 生 費 845,631 1,747 847,378 高齢者等住宅改造助成補助金
衛 生 費 221,997 △4,207 217,790 簡易水道特別会計繰出金
農 林 水 産 業 費 469,586 12,308 481,894 地域特産物産地づくり事業等
商 工 費 28,904 1,010 29,914 相良村観光事業委託
土 木 費 405,790 17,126 422,916 村道維持補修費等
消 防 費 162,648 8,584 171,232 土砂災害危険住宅補助金
教 育 費 279,086 1,246 280,332 電気、上下水道料等
災 害 復 旧 費 2,817 14,900 17,717 工事請負費等
歳 出 合 計 3,438,595 73,514 3,512,109
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

○特別会計補正予算・・・原案可決
　議案第39号　令和元年度相良村国民健康保険特別会計補正予算(第１号)
　議案第40号　令和元年度相良村簡易水道特別会計補正予算(第２号)
　議案第41号　令和元年度相良村農業集落排水特別会計補正予算(第２号)
　議案第42号　令和元年度相良村介護保険特別会計補正予算(第２号)

○その他議案・・・原案可決
　議案第43号　指定管理者の指定について

○同意・・・原案同意
　同意第３号　相良村教育委員会委員の任命について
　　　　　　　中村和弘氏

○議員発議・・・可決
　発議第３号　国道445号の道路改良を求める意見書について
　発議第４号　川辺川の河川改修を求める意見書について

○選挙管理委員会委員及び補充員の選挙（議会選出）
　委員の任期：令和元年９月21日から令和４年９月20日まで
　委　　　員：中村秀樹氏（四浦）、東喜八氏（川辺）、金田きくみ氏（深水）、上村良信氏（柳瀬）
　補　充　員：岡村泰治氏（四浦）、犬童正二氏（川辺）、池田久美氏（深水）、田上信博氏（柳瀬）
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９月定例会９月定例会

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山
黒
木
中
村
西
本
市
岡
小
善
茂
吉
髙
岡 結果

承認第7号 専決第7号　令和元年度相良村一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
認定第1号 平成30年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第2号 平成30年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第3号 平成30年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第4号 平成30年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第5号 平成30年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第6号 平成30年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
議案第35号 相良村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第36号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第37号 相良村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第38号 令和元年度相良村一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第39号 令和元年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第40号 令和元年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第41号 令和元年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第42号 令和元年度相良村介護保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第43号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
同意第3号 相良村教育委員会委員の任命について 賛成９票、反対０票 同意
発議第4号 国道445号の道路改良を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
発議第5号 川辺川の河川改修を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

相良村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 指名推薦 全員当選

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山

黒
木

中
村

西
本

市
岡

小
善

茂
吉

髙
岡 結果

議案第44号 令和元年度相良村一般会計補正予算（第6号） ● ● ● ● ○ ● ● ● ● 否決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。

第４回定例会

第５回臨時会

　令和元年第５回相良村議会臨時会が10月29日に招集され、議案１件が提案され、慎重審議の結果、下記の
とおり議決しました。

○一般会計補正予算・・・・原案否決
　議案第44号　令和元年度相良村一般会計補正予算（第6号）

（住民訴訟による、弁護士への委託料88万円）
住民訴訟の経緯について
職員の課税ミスやリース料の不適正処理があり、職員に対して懲戒処分がなされたが、村長自身は何らの処
分を行わなかった為、村長も一定の責任をとるべきとして、減額条例（10％５ヶ月）を2018年６月議会にお
いて賛成多数で可決した。
地方自治法で「村長は、条例の送付を受けた場合、10日以内に理由を示して再議に付すか、20日以内に公布
しなければならない」とある
しかしながら徳田村長が再議も公布もしないことから、地方自治法違反確認と条例公布を求め提訴したもの
です。

令和元年　第５回臨時会報告令和元年　第５回臨時会報告
住民訴訟による弁護士への委託料住民訴訟による弁護士への委託料
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ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。を求めるものである。
今回は議長を除く全議員が登壇した。今回は議長を除く全議員が登壇した。

●小善　満子 議員 ………………………………………………………………………………… ７ページ
☆人吉球磨スマートインターチェンジ開通式について
☆村長就任３期に入り国内、国外で研修を積まれてきた件について
　相良村総合計画について

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………………………… ８ページ
☆茶湯里の温泉水は
☆幼稚園、保育所、認定こども園等の無償化について
☆平成30年度決算について
☆国道445号改良工事は

●茂吉　隆典 議員 ………………………………………………………………………………… ９ページ
☆道路問題
☆役場庁舎の改善について

●髙岡　重盛 議員 ……………………………………………………………………………… 10ページ
☆耕作放棄地解消について
☆災害対策と避難について

●黒木　正照 議員 ……………………………………………………………………………… 11ページ
☆防犯カメラについて
☆昨年９月の台風による初神谷川の風倒木
☆県道相良人吉線
☆四浦基幹林道としての再編整備に関する請願書

●中村　重道 議員 ……………………………………………………………………………… 12ページ
☆総務省の補助事業RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）の導入について
　村誘致企業肥後相良ファームについて

●梅山　　弘 議員 ……………………………………………………………………………… 13ページ
☆村道平原十島線及び石倉について
☆地域おこし協力隊及びＡＬＴについて
☆相良村条例について
☆茶湯里の現状は

●西本巳喜男 議員 ……………………………………………………………………………… 14ページ
☆村づくりについて

●福田　雄二 議員 ……………………………………………………………………………… 15ページ
☆通学路安全点検、交通安全プログラム

☆の質問を掲載しています。
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質
問
は
、
自
治
体

事
務
に
つ
い
て
執
行
部
の
説
明
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
基
本
的
に
は
答
弁

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

全
員
呼
ば
な
い
よ
う
に
仕

向
け
た
と
い
う
根
本
を
知
り
た
い
。
私
に

は
知
る
権
利
が
あ
る
。
今
は
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。「
い
じ
め
」
と
か
「
差
別
」

を
先
頭
に
な
っ
て
進
め
る
町
村
会
だ
と
し

た
ら
、「
社
会
差
別
を
推
進
」
す
る
町
村

会
で
い
い
も
の
な
の
か
。
与
党
、
野
党
に

関
係
な
く
国
会
議
員
全
員
案
内
す
る
の
が

町
村
会
の
姿
だ
と
思
う
。

も
う
3
回
目
で
あ
り
ま
す
の
で

誤
解
を
解
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
球
磨
郡
町
村
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
促
進
協
議
会
で
の
話
し
で
あ
り
ま
す
。

地
元
の
国
会
議
員
の
先
生
方
に
は
、
い
ろ

ん
な
要
望
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
選
挙
が

終
わ
っ
た
時
に
は
、
各
市
町
村
を
回
ら
れ

ま
し
て
、
お
か
げ
で
当
選
で
き
ま
し
た
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
す
。
矢
上
代

議
士
に
お
き
ま
し
て
は
、
当
選
し
て
か
ら

相
良
村
役
場
に
一
度
も
来
ら
れ
た
事
が
な

い
し
、
私
は
一
度
も
会
っ
た
事
が
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
ま
し
て
、

排
除
で
は
な
く
っ
て
、
高
度
な
判
断
を
し

て
お
呼
び
し
な
い
、
そ
れ
が
相
手
に
対
し

て
の
尊
敬
の
念
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

て
、
呼
ば
な
く
て
い
い
で
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
は
私
は
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ご
丁
寧
に
嘘
だ
ら
け
の
答
弁

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
場
に
一
回

も
来
て
い
な
い
？
い
ろ
ん
な
式
典
に
来
て

挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。
野
党
の
国
交
省
筆

頭
理
事
な
の
で
相
良
村
の
事
業
の
要
望
を

し
て
く
だ
さ
い
と
村
長
に
伝
え
て
い
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
要
望
す

る
気
持
ち
が
な
い
、
や
る
気
が
な
い
の
は

村
長
で
し
ょ
う
。
町
村
会
も
襟
を
正
し
て

行
政
の
執
行
に
臨
む
べ
き
。
李
下
に
冠
を

正
さ
ず
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。本
来
、

不
偏
不
党
で
あ
る
べ
き
行
政
機
関
が
特
定

の
政
党
や
議
員
を
政
治
的
に
支
援
し
て
い

る
の
で
は
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
行
為
は
慎

む
べ
き
で
す
。
公
正
公
平
な
行
政
組
織
の

存
在
は
国
民
、
地
域
住
民
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な

忖
度
と
も
い
え
る
行
為
が
二
度
と
再
発
し

な
い
よ
う
に
関
係
者
に
強
く
望
み
ま
す
。

村
長
就
任
3
期
目
に
入
り
国

内
、国
外
で
研
修
を
積
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
研
修
を
受
け
る
事
で
随
分
と
村
政
に

対
す
る
意
欲
が
増
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
村
長
が
今
ま
で
研
修
を

受
け
て
心
に
残
る
研
修
が
あ
っ
た
か
と
い

う
こ
と
を
伺
い
ま
す
。

小
学
生
の
読
書
感
想
文
で
は
な

い
で
す
か
ら
心
に
残
る
研
修
と
い
う
聞
か

れ
方
を
さ
れ
ま
し
て
も
、
一
体
こ
れ
を
聞

い
て
何
を
言
い
た
い
の
か
。
村
づ
く
り
に

資
す
る
よ
う
な
質
問
な
の
か
。

一
般
質
問
は
で
す
ね
。
何
で

も
い
い
の
で
す
。
特
に
村
長
に
つ
い
て
は

し
て
い
い
。
皆
の
税
金
を
使
っ
て
11
年
近

く
出
張
し
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
心
に
残
る
研
修
が
何
一
つ
無
か
っ
た

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

首
長
の
場
合
は
要
望
活
動
が
多

く
て
、
研
修
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
修
も
う
け
勉
強

を
積
み
重
ね
て
お
り
ま
す
。

人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
総
工
費
は
い
く
ら
。

国
道
部
分
の
負
担
は
約
40
億
円
。

開
通
式
の
案
内
状
は
球
磨
郡

町
村
会
で
一
人
の
国
会
議
員

排
除
に
仕
向
け
た
の
か
。

排
除
で
は
な
く
、
高
度
な
判

断
で
お
呼
び
し
な
か
っ
た
。

11
年
近
く
国
内
、
国
外
で
研
修

を
受
け
た
心
に
残
る
研
修
は
。

小
学
生
の
読
書
感
想
文
で
は
な
い
で
す
か

ら
心
に
残
る
研
修
と
聞
か
れ
ま
し
て
も
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

の

を

に

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

がが
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

ここ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

小善　満子 議員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

７月２５日スマートインター視察
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歳
ま
で
の
子
供
た
ち
に
つ
い
て
も
住
民

税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て
保
育
料

が
無
償
化
と
な
る
。
幼
稚
園
の
預
か
り
保

育
、
認
定
外
保
育
施
設
等
の
利
用
に
つ
い

て
も
条
件
を
満
た
せ
ば
一
定
額
の
利
用

が
無
償
化
と
な
る
。

一
般
会
計
の
物
件
費
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
不
要
な
も
の
が
計
上
さ

れ
な
い
よ
う
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。
補

助
費
は
、
不
用
意
な
補
助
の
ば
ら
ま
き
等

な
い
よ
う
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。
公
営

住
宅
使
用
料
は
、
今
後
も
引
き
続
き
滞
納

が
高
額
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
新
た
な

滞
納
者
が
で
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
。
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、
事
業
の

緊
急
性
、
事
業
の
効
果
等
を
考
え
、
活
用

で
き
る
補
助
金
、
交
付
金
が
な
い
か
担
当

事
業
課
に
検
討
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
起

債
に
つ
い
て
は
後
年
後
の
起
債
の
償
還
計

画
の
状
況
を
見
な
が
ら
適
正
な
起
債
の
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

簡
易
水
道
、
農
集
排
特
別
会

計
の
収
入
未
済
額
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

口
座
振
替
の
推
進
、
徴
収
計
画
の
策
定
中

で
、徴
収
方
法
の
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

事
業
計
画
実
施
設
計
後
の
令
和
3
年
度
か

ら
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
を
活
用
し

た
改
築
工
事
が
可
能
と
見
込
ん
で
お
り
、

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

不
納
欠
損
の
原
因
と
な
る
の

は
、
執
行
停
止
と
時
効
の
成
立
。
昨
年
11

月
か
ら
1
月
に
か
け
て
滞
納
整
理
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
時
効
成
立
予
定
の
滞

納
者
名
簿
を
短
時
間
で
出
す
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
名
簿
の
滞
納
者
を
優
先
に
滞

納
処
分
を
実
施
し
て
い
る
。
徴
収
の
体
制

と
し
て
徴
収
係
が
主
に
徴
収
を
実
施
し
て

い
る
が
、
今
年
7
月
か
ら
税
務
課
の
職
員

全
員
で
徴
収
を
行
い
、
現
年
度
に
つ
い
て

は
課
税
係
で
徴
収
を
進
め
て
い
る
。
滞
納

者
の
数
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。

保
険
、
介
護
、
福
祉
の

連
携
を
取
り
、
住
民
の
方
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く
り
の

方
は
整
え
て
い
き
た
い
。
後
期
高
齢
者
の

方
で
高
額
の
治
療
を
必
要
と
す
る
方
が
増

え
て
お
り
、
重
症
化
予
防
に
努
め
、
保
健

師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
自
宅
訪

問
等
に
よ
っ
て
検
診
結
果
の
説
明
、
指
導

を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

国
・
県
の
補
助
金
等
の

活
用
を
最
優
先
と
し
村
の
一
般
財
源
の
持

ち
出
し
を
少
な
く
す
る
こ
と
と
、
村
単
独

の
補
助
金
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
な
の
か

と
思
う
。

今
後
は
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
、
改
修
等
の
内
容
や
事

業
、
時
期
等
を
整
理
し
、
年
次
計
画
を
策

定
し
事
業
の
財
源
確
保
の
た
め
基
金
の
積

み
立
て
と
財
政
の
ほ
う
と
協
議
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
の
無
償
化
に
つ
い
て
。

3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
全
て
の

子
供
た
ち
の
保
育
料
無
料
化
。

平
成
30
年
度
決
算
の
指
摘
事

項
に
関
す
る
改
善
策
に
つ
い

て
各
課
長
に
尋
ね
る
。

以
下
、各
課
長
答
弁
の
と
お
り
。

茶
湯
里
の
温
泉
は
。

年
次
計
画
を
持
っ
て
今
後
も

進
め
る
。

国
道
４
４
５
号
は
。

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

令
和
元
年
10
月
か
ら
幼

稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
を
利

用
す
る
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
全
て
の

子
供
た
ち
の
保
育
料
が
無
償
化
と
な
る
。

無
償
化
の
期
間
は
、
満
3
歳
に
な
っ
た
後

の
4
月
1
日
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
3
年
間
。
年
度
途
中
で
3
歳
に
な
っ
て

も
翌
年
度
か
ら
の
適
用
と
な
る
。
実
費
と

し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
費
用
、
通
園
費
、

副
食
費
、
行
事
費
な
ど
は
無
償
の
対
象
外

と
な
る
の
で
園
の
ほ
う
で
徴
収
と
な
る
。

年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
の
子

供
た
ち
と
全
て
の
世
帯
の
第
3
子
以
降

に
つ
い
て
は
副
食
費
、
お
か
ず
、
お
や
つ

代
の
費
用
は
免
除
と
な
る
。
0
歳
か
ら
2 市岡　智惠 議員

保
健
福
祉
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長

税
務
課
長

教
育
課
長

産
業
振
興
課
長

保
健
福
祉
課
長
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道
路
問
題
・
村
道
・
交
差
点
・

側
溝
の
改
良
。

計
画
・
土
地
交
渉
の
実
行
。

ＱＡ

新
並
木
公
民
館
周
辺
の
村
道

改
良
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は
。
昨
年
、

買
収
に
入
る
よ
う
な
事
を
聞
い
て
い
た

が
、
予
算
が
今
年
度
に
後
回
し
に
さ
れ
た

の
か
、
現
状
は
。

村
道
吉
野
尾
新
並
木
線
に
伴

う
測
量
設
計
業
務
委
託
は
令
和
元
年
6
月

28
日
完
了
し
て
、
現
在
用
地
交
渉
中
で
本

年
度
施
工
分
の
用
地
交
渉
3
件
を
9
月
中

に
、
次
年
度
施
工
計
画
分
、
こ
れ
も
3
件

あ
り
11
月
ま
で
に
用
地
交
渉
完
了
予
定
で

す
。
今
年
度
は
採
石
場
か
ら
村
道
浜
之
上

上
杉
線
の
交
差
点
ま
で
の
２
２
５
ｍ
、
そ

の
区
間
を
10
月
中
発
注
し
て
、
稲
刈
り
後

の
改
良
予
定
で
進
め
て
い
る
。

見
た
目
に
は
変
化
が
無
い
の

で
、
今
後
稲
刈
り
後
に
工
事
に
入
る
の

で
あ
れ
ば
今
後
の
進
め
方
を
見
守
り
た

い
。
三
石
錦
線
の
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
。
新
並
木
公
民
館
近
く
の
道
路
交
差
点

含
め
て
、
錦
町
と
の
関
わ
り
も
あ
る
と
思

う
が
、
交
通
量
が
多
く
危
険
な
と
こ
ろ
だ

が
、
前
進
し
な
い
。
新
並
木
の
住
居
側
に

Ｕ
字
溝
が
あ
る
の
で
用
心
し
て
道
路
真

ん
中
を
走
っ
て
く
る
。
出
来
れ
ば
側
溝
側

に
蓋
で
も
で
き
な
い
か
。

宅
地
側
の
側
溝
も
含
め
て
測

量
設
計
業
務
を
令
和
元
年
6
月
28
日
完

了
し
た
。
状
況
は
県
警
本
部
と
交
差
点
協

議
を
実
施
の
最
中
で
、
次
年
度
以
降
に
宅

地
に
は
か
か
ら
な
い
様
な
線
形
で
計
画

を
進
め
た
い
考
え
で
、
用
地
の
交
渉
に
入

る
予
定
。
改
良
工
事
は
村
道
吉
野
尾
新
並

木
線
の
改
良
工
事
が
完
了
後
の
令
和
3

年
度
の
施
工
予
定
。

計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
頂
き

た
い
。
昔
は
あ
れ
が
県
道
だ
っ
た
か
ら
、

今
の
県
道
と
入
れ
替
え
で
き
な
い
か
村

長
に
だ
い
ぶ
言
っ
た
が
県
道
が
２
つ
に

な
る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
今
の
県
道
を

降
格
し
て
入
れ
替
え
て
は
出
来
な
い
か
。

県
に
は
申
請
は
さ
れ
た
の
か
。

公
式
に
は
し
て
い
な
い
。
担
当

者
と
意
見
交
換
的
に
申
し
上
げ
た
が
い

い
返
事
は
な
か
っ
た
。

錦
町
の
人
た
ち
は
距
離
も
短

く
な
る
。
安
心
し
て
通
れ
る
道
路
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
村
道
八
田
井
沢
線
―
以
前
に

も
質
問
し
て
い
る
が
、
当
時
の
課
長
は
未

舗
装
部
分
に
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
で
対

応
し
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
現
在
、
車

も
容
易
に
行
け
な
い
。

整
備
は
必
要
と
思
う
。
25
年
に

も
課
長
が
答
弁
し
て
い
る
。
井
沢
地
区
か

ら
の
要
望
も
あ
り
農
地

も
あ
っ
て
、
通
行
者
も
あ

ら
れ
る
こ
と
で
安
全
な

通
行
の
確
保
の
前
提
の

中
で
部
分
的
な
補
修
を

担
当
課
と
協
議
し
た
上

で
進
め
た
い
。役

場
庁
舎
の

2
・
3
階
へ
の
用
事
が

あ
っ
て
も
簡
単
に
行
け

な
い
。
28
年
6
月
に
も
ス

ロ
ー
プ
の
考
え
は
無
い

か
と
質
問
し
て
い
る
。
高

齢
化
社
会
の
中
で
何
ら

か
の
考
え
は
無
い
か
。

大
変
だ
と
い

う
直
接
の
意
見
は
な
い
。

大
変
だ
ね
と
の
話
は
あ
る
。

2
階
か
ら
入
っ
て
頂
い
て
、
課
・

係
の
再
編
を
す
る
場
合
に
は
、
3
階
を
村

民
が
直
接
行
か
な
い
様
な
課
に
す
る
と

か
、
職
員
の
連
携
で
3
階
の
職
員
が
2
階

へ
来
て
対
応
す
る
と
か
改
善
策
を
考
え

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

茂吉　隆典 議員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

村
長

村
長

村
長

建
設
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

役場庁舎
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中
々
見
つ
か
ら
な
い
。
今
、
検
討
を
し
て

い
る
。

川
辺
地
区
は
、
耕
作
放
棄

地
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
国
、
県
の
補
助

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
、
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
四
浦
地
区
に
つ
い

て
も
何
か
良
い
対
策
は
な
い
か
村
長
に

伺
い
た
い
。

根
本
は
、
国
の
農
業
政
策
に
よ

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
町
村
長
の
要

望
活
動
の
時
に
毎
回
農
水
省
に
不
満
を

言
っ
て
い
る
。
根
本
的
な
解
決
策
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

災
害
対
策
と
避
難
に
つ
い
て

災
害
は
未
然
に
防
ぐ
と
言

わ
れ
て
お
り
、
最
近
、
頻
繁
に
避
難
を
呼

び
か
け
て
い
る
が
、
住
民
の
中
に
は
避
難

疲
れ
と
い
う
話
し
も
聞
こ
え
て
い
る
。
現

在
ま
で
の
避
難
状
況
を
伺
い
ま
す
。

避
難
者
は
、
6
月
30
日
、
1

世
帯
1
人
。
7
月
3
日
、
74
世
帯
１
５
６

人
、
7
月
13
日
、
11
世
帯
24
人
、
8
月
5

耕
作
放
棄
地
の
対
策
は
。

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

災
害
対
策
の
人
々
の
安
全
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
。

避
難
を
し
て
き
た
事
情
等
を
伺
っ

て
今
後
の
防
災
対
策
に
活
か
す
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放
棄

地
と
遊
休
農
地
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
面

積
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

荒
廃
農
地
は

水
田
で
３
万
６
、
６
５
０
㎡
、
畑
で

10
万
６
、７
２
０
㎡
で
あ
る
。
今
年
新
た
に

見
つ
か
っ
た
の
が
、
水
田
８
、１
０
８
㎡
、

畑
７
、６
４
５
㎡
の
合
計
15
万
２
、６
０
６

㎡
が
村
の
荒
廃
農
地
で
あ
る
。

耕
作
放
棄
地
が
長
く
続
く

こ
と
に
よ
っ
て
以
前
に
固
定
資
産
税
が

倍
に
な
る
と
い
う
話
し
も
あ
っ
た
が
、
現

在
、
税
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

税
に
対
し
て
今

は
、
ま
だ
課
税
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で

将
来
農
家
を
続
け
る
と
い
う
方
は
何
％

で
、
辞
め
ら
れ
る
方
は
何
％
な
の
か
。

手
元
に
資
料
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
後
で
調
べ
て
お
き

ま
す
。

山
間
地
・
四
浦
地
区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て

四
浦
地
区
に
お
い
て
、
耕
作

放
棄
地
、
遊
休
農
地
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
放
棄
地
の
補
助
事
業
や
多
面
的
支
払

制
度
の
中
で
解
消
も
行
っ
て
い
る
が
、
放

棄
地
に
対
し
て
解
決
、
解
消
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。

四
浦
地
区
に

関
し
て
は
、
一
番
近
い
川
辺
地
区
の

担
い
手
農
家
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、

日
（
台
風
8
号
）、
11
世
帯
16
人
、
8
月

14
日
（
台
風
10
号
）、
8
世
帯
10
人
で
す
。

避
難
さ
れ
た
方
の
現
地
等

の
確
認
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

特
に
現
地
の
確
認
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

現
地
の
状
況
確
認
を
行
う

と
災
害
を
未
然
に
防
げ
る
状
況
判
断
等

も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
災
害
対
策
の

人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
村
長
の
考
え
が
あ
れ
ば
お
願
い

し
た
い
。避

難
場
所
の
総
合
体
育
館
と
林

業
セ
ン
タ
ー
に
慰
問
的
な
も
の
を
含
め

て
、
村
民
の
方
に
避
難
を
し
て
き
た
事
情

等
を
伺
っ
て
今
後
の
防
災
対
策
に
活
か
す

こ
と
が
出
来
な
い
か
と
は
思
っ
て
い
る
。

危
険
箇
所
の
要
望
に
対
し

て
、
解
消
さ
れ
た
率
は
何
％
か
。

管
理
者
と
し
て
整
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
整
備
を
し
て
い
る
。
要
望
箇
所
に
つ
い

て
は
、
特
に
想
定
し
て
い
な
い
災
害
時
に

は
翌
日
ま
で
に
は
調
査
を
完
了
し
て
速

や
か
に
安
全
対
策
確
保
に
努
め
て
い
る

つ
も
り
で
あ
る
。

高岡　重盛 議員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

高
岡
議
員

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

村
長

村
長

総
務
課
長

総
務
課
長

高
岡
議
員

建
設
課
長

　北小学校横の耕作放棄地
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「
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
」

人
吉
球
磨
1
市
9
町
村
の

設
置
状
況
は
。管

内
全
て
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
個
数
は
１
４
０
個
。

防
犯
協
会
か
ら
、
防
犯
カ
メ

ラ
2
台
の
設
置
を
示
さ
れ
た
が
、
村
長
が

断
ら
れ
た
と
聞
く
、
総
務
課
長
は
承
知
し

て
い
る
か
。

防
犯
協
会
か
ら
平
成
28
年
度

に
話
が
あ
り
、
知
っ
た
の
は
最
近
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
意

義
、
役
割
に
つ
い
て
。

犯
罪
の
抑
止
的
な
役
割
と
犯

罪
解
決
ま
た
は
容
疑
者
特
定
の
捜
査
、
証

拠
と
し
て
の
役
割
と
考
え
る
。

来
訪
者
確
認
、
犯
罪
企
画
者

の
進
入
防
止
、
犯
罪
の
抑
制
。
学
校
で
は

児
童
・
生
徒
の
安
心
感
の
醸
成
（
機
運
・

雰
囲
気
を
作
り
出
す
こ
と
）
に
な
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
警
察
サ
イ
ド
か

ら
の
要
求
で
来
る
こ
と
が
多
い
。
憲
法
上

問
題
が
あ
る
、
反
対
で
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
一
番
の
役
割

は
犯
罪
の
防
止
と
思
う
。
児
童
・
生
徒
を

犯
罪
か
ら
守
る
効
果
が
期
待
で
き
、
警
察

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
設
置
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

昨
年
9
月
の
台
風
に
よ
る
初
神
谷
川
の
風
倒
木

6
月
議
会
で
村
長
は
補
助
事

業
は
無
い
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
国
・
県
へ

相
談
さ
れ
て
の
答
弁
な
の
か
、
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
何
故
相
談
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

担
当
職
員
に
補
助
事
業
は
無
い

と
報
告
を
受
け
て
申
し
上
げ
た
。

所
有
者
が
処
理
す
る
べ
き
と

の
考
え
に
変
わ
り
な
い
よ
う
だ
が
、
8
日

前
に
台
風
15
号
が
関
東
地
方
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
人
吉
球
磨
に

上
陸
し
て
い
た
な
ら
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
と
想
像
で
き
、
所
有
者
一
人
の
責

任
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
村
で

は
前
に
進
ま
な
い
為
、
緒
方
勇
二
県
議
会

議
員
に
お
願
い
し
、
所
有
者
に
も
、
村
に

も
負
担
が
か
か
ら
な
い
県
の
事
業
と
し

て
、
開
会
中
の
県
議
会
に
提
案
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
倒
木
対
策
は
進
む
事
に

な
る
。

県
議
や
議
員
の
実
績
披
露
を
聞

く
場
面
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

村
長
の
人
間
性
を
見
た
気

が
す
る
が
、
本
来
は
村
が
す
べ
き
こ
と
。

初
神
谷
川
の
風
倒
木
を
見
て
ど
う
に
か

し
な
く
て
は
と
思
う
の
は
村
長
以
外
す

べ
て
の
人
と
思
う
。

県
道
相
良
人
吉
線
改
良
貫
通
促
進
期
成
会

本
年
7
月
、
県
道
相
良
人
吉

線
の
期
成
会
総
会
が
行
わ
れ
、
村
長
は
道

路
に
関
し
て
、
10
年
20
年
後
、
四
浦
地
区

に
つ
い
て
人
が
住
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
、

そ
う
い
っ
た
所
に
道
路
が
必
要
な
の
か

と
発
言
さ
れ
た
が
、
地
元
に
住
ん
で
い
る

者
と
し
て
愕が

く

然
と
し
た
。
そ
の
真
意
に
つ

い
て
。

情
報
、
情
勢
分
析
し
た
場
合
、

地
域
づ
く
り
を
す
る
上
で
当
然
の
発
想
、

言
っ
た
通
り
。今

の
営
み
は
、
先
人
の
口
に

言
い
表
せ
な
い
苦
労
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
住
ん
で
一
生
懸
命
に
守

り
育
て
て
行
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人

が
い
る
か
ら
今
の
地
域
が
あ
り
営
み
が

あ
っ
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
に
対
し
村
長

の
発
言
は
暴ぼ

う
げ
ん言

・
冒ぼ

う
と
く涜

の
な
に
も
の
で
も

な
い
。

四
浦
基
幹
林
道
と
し
て
の
再
編
整
備
に

関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。

黒木　正照 議員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
長

村
長

村
長

村
長

村
長

防
犯
協
会
か
ら
の
設
置
要
請

を
断
っ
た
と
聞
く
が
？

明
確
に
警
察
サ
イ
ド
か
ら
の
話

と
し
て
は
反
対
。

管
理
者
の
相
良
村
が
処
理
を

し
な
い
為
、
緒
方
勇
二
県
議

の
力
添
え
に
よ
り
熊
本
県
が

処
理
を
す
る
事
と
な
る
。

県
議
や
村
議
の
実
績
披
露
を
聞

く
場
面
で
は
な
い
。

四
浦
地
区
に
道
路
は
必
要
な

い
と
の
発
言
の
真
意
。

私
な
り
の
情
報
、
情
勢
分
析
し

た
当
然
の
発
想
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

県道相良人吉線道路改良工事状況
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宇
城
市
で
の
業
務
改
革
モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

が
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
に
極
め
て
有

効
な
こ
と
が
わ
か
り
、
一
日
当
り
約
80
分

の
業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

相
良
村
で
導
入
す
る
考
え
が
な
い
か
総

務
課
長
に
お
尋
ね
し
た
い
。

こ
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
事
業
で
す

が
、
宇
城
市
で
平
成
28
年
度
に
総
務
省
で

の
業
務
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

活
用
さ
れ
ま
し
て
、
導
入
可
能
な
分
析
、

実
証
試
験
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
国
内
の
自
治
体
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
本
格
導

入
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
宇
城

市
が
国
内
初
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
相
良

村
で
も
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
が
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
宇
城

市
と
村
の
ま
ず
自
治
体
の
規
模
が
違
い

ま
す
の
で
、
同
じ
よ
う
な
業
務
を
取
り
入

れ
て
軽
減
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
、
業
務
一
日
当
り
80
分
の
業
務
効
率
化

が
ど
の
程
度
図
ら
れ
る
の
か
、
費
用
効
果

が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
実
証
試
験
を
実

施
し
た
上
で
見
極
め
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

総
務
課
長
が
何
ヶ
月
か
研

修
に
行
っ
て
お
ら
れ
、
建
設
課
長
も
3
ヶ

月
間
研
修
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
何
か

の
き
っ
か
け
で
改
革
を
し
、
職
員
の
意
識

改
革
も
そ
れ
と
共
に
や
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
て
質
問
を
す
る
わ
け
で

す
。
総
務
課
長
は
宇
城
市
と
人
口
率
と
い

い
ま
す
か
差
が
大
き
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
人
件
費
と
し
て
約
１
、１
９
３
万
円

職
員
約
2
名
分
の
人
件
費
に
相
当
し
ま

す
が
、
総
務
課
長
の
考
え
は
。

導
入
に
つ
い
て
は
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
導
入
と
な
り
ま
す

と
軽
減
さ
れ
る
部
分
、
必
要
な
経
費
は
発

生
す
る
こ
と
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
城
市
で
す
か
ら
2
、
3

日
で
研
修
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
職
員

の
意
識
改
革
も
伴
う
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
総
務
課
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か
。

宇
城
市
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
携

わ
れ
た
職
員
の
方
の
研
修
を
、
実
は
村
長

が
東
京
で
研
修
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
宇

城
市
の
職
員
の
方
を
講
師
と
し
て
村
に

招
い
て
職
員
研
修
を
行
っ
て
は
ど
う
か

と
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
指
示

い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
実
施
に
至
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
宇
城
市
の
職
員
の

方
を
村
に
呼
ん
で
研
修
に
つ
い
て
協
議

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
務
課
長
が
前
向
き
に
考

え
て
い
る
と
い
う
話
で
す
が
、
村
長
も
そ

う
い
う
考
え
が
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
た

い
。

ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
ま
し
て
は

前
向
き
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
若
干
業

務
も
違
い
ま
す
し
、
人
口
規
模
、
処
理
す

る
事
務
も
違
い
ま
す
け
ど
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
等
の
業
務
に
お
い
て
使
え
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
す
。
時

代
の
流
れ
で
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

中村　重道 議員

総
務
省
の
補
助
事
業
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ

ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

前
向
き
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。

ＱＡ中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

相良村役場
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当
初
計
画
に
は
、
右
折
レ
ー

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
交
通
量
調
査

結
果
を
見
て
も
必
要
性
が
な
い
と
思
わ

れ
る
。
道
路
構
造
令
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

公
安
委
員
会
は
、
路
線
決
定
に
絶
対
的
権

限
が
あ
る
の
か
。

公
安
委
員
会
に
は
、
絶
対
的

権
限
は
な
い
。
人
吉
水
上
線
に
つ
い
て
は

右
折
レ
ー
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。仮

に
右
折
レ
ー
ン
を
設
け

る
と
し
て
今
の
県
道
幅
員
で
は
足
り
な

い
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
用
地
買
収
・
拡

幅
す
る
工
事
費
の
負
担
は
。

原
因
者
負
担
で
相
良
村
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

２
、５
０
０
万
円
以
上
も
か

け
た
平
成
28
年
度
施
行
済
み
の
歩
道
が

存
在
し
て
い
る
。
今
後
用
地
買
収
費
を
費

や
し
て
新
設
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
す

で
に
用
地
買
収
が
済
ん
で
い
る
用
地
を

利
用
す
る
ほ
う
が
、
最
小
限
の
経
費
を
使

い
最
大
の
効
果
を
生
む
の
で
は
な
い
か
。

当
村
は
、
財
源
豊
富
な
村
で
は
な
い
の
で

一
時
的
な
計
画
よ
り
も
将
来
を
見
据
え

て
財
政
と
向
き
合
っ
て
行
政
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。予

算
は
認
め
ら
れ
て
い
る

が
応
募
は
し
て
い
な
い
。
計
画
性
の
な
い

予
算
請
求
で
す
ね
。

落
札
さ
れ
た
業
者
に
は
倫
理

条
例
等
の
文
章
・
説
明
を
さ
れ
た
の
か
。

倫
理
条
例
制
定
の
趣
旨
説
明

を
行
い
ま
し
た
が
契
約
さ
れ
ま
し
た
。

取
締
役
が
対
策
を
考
慮
し
な

い
会
社
が
あ
る
の
で
す
ね
。
村
民
の
皆
様

が
知
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か

ね
。
取
締
役
に
は
、
黒
字
化
に
つ
い
て
も

う
少
し
考
慮
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

元
茶
室
を
特
別
宿
泊
施
設
に
改
修
し
た
金

額
に
見
合
っ
て
い
る
の
か
。
又
、
改
修
計

画
は
ど
の
部
所
か
ら
発
案
さ
れ
た
の
か
。

現
在
、
利
用
状
況
は
大

人
37
名
子
ど
も
4
名
で
す
。
計
画
発
想
は

上
司
で
す
。（
課
長
の
上
司
は
ど
な
た
な

の
で
し
ょ
う
か
？
）

梅山　　弘 議員

村
道
平
原
十
島
線
改
良
工
事
の

用
地
買
収
の
進
捗
率
と
発
注
は
。

用
地
買
収
が
完
了
し
だ
い
10
月

下
旬
に
発
注
予
定
で
す
。

平
原
側
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
作
成
の
路
線
線
形
平

面
図
と
の
大
幅
な
違
い
が
あ
る

の
か
。

ほ
ぼ
当
初
の
計
画
に
基
づ
い
て

い
る
。

石
倉
は
、
安
全
と
村
民
に
説
明
さ
れ

て
い
る
が
。
安
全
と
す
る
根
拠
の
数

値
は
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
本
年
度

当
初
予
算
に
2
人
の
予
算
を
計

上
し
承
認
さ
れ
て
い
る
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

予
算
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
応

募
は
し
て
い
な
い
。

本
年
制
定
さ
れ
た
政
治
倫
理
条
例

に
つ
い
て
、
当
条
例
に
反
し
て
の

入
札
落
札
が
存
在
し
た
の
か
。

あ
り
ま
し
た
。

茶
湯
里
に
つ
い
て
現
在
累
積
赤
字

が
４
、１
０
０
万
円
を
超
え
た
今

日
、
単
年
度
黒
字
化
対
策
は
ど
の

よ
う
に
講
じ
る
べ
き
か
。

黒
字
化
に
向
け
て
は
取
締
役
の

検
討
事
項
で
解
決
策
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

建
設
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長
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柳瀬石倉

中
学
生
の
海
外
研
修
に
つ

い
て
は
、
将
来
、
相
良
村
を
担
っ
て
い
く

若
者
に
、
若
い
時
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
、
一
番
衝
撃
的
な
こ
と
と
思
う
。
こ
れ

は
村
の
一
つ
の
投
資
で
も
あ
り
ま
す
。

私
の
考
え
る
村
づ
く
り
は
人
づ

く
り
と
い
う
こ
と
、
人
材
育
成
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
の
弱
小
の
自
治
体
は

総
力
戦
で
臨
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
総

力
戦
を
す
る
中
で
や
っ
ぱ
り
核
と
な
る

の
は
若
い
者
か
な
と
考
え
て
い
る
。
中
学

生
の
多
感
な
時
期
に
、
相
良
村
と
真
逆
の

世
界
を
見
せ
て
あ
げ
る
と
い
う
の
は
、
非

常
に
大
事
だ
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
に
連
れ
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も

が
い
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
相
良
村
に

戻
っ
て
き
た
時
に
、
逆
に
相
良
村
の
良
さ

に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
の
効
果
も
考
え

て
い
る
。

相
良
村
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ

ン
タ
イ
ン
村
と
の
姉
妹
都
市
締
結
調
印

及
び
石
倉
周
辺
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

尋
ね
る
。
姉
妹
都
市
締
結
調
印
に
つ
い
て

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
大
使
館
に
お
い
て

調
印
式
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
2
月
に
村

で
は
こ
の
祭
り
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
石
倉
周
辺
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
否
決
に
あ
い
、
今
年
度
中
に

こ
の
事
業
に
着
手
で
き
な
い
と
い
う
状

況
。
こ
の
2
つ
の
相
反
す
る
事
業
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
は
3
期
目
の
大
き
な
政
策
で

あ
り
、
先
の
中
学
生
の
海
外
研
修
と
共
に

大
き
い
二
本
柱
の
一
本
で
あ
っ
た
。
こ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と
い
う
の
は
、
一
言
で

言
え
ば
村
民
所
得
の
向
上
の
手
段
と
だ

け
申
し
上
げ
て
お
く
。
石
倉
の
件
に
つ
い

て
は
、
単
な
る
ハ
ー
ド
事
業
で
は
な
く
ソ

フ
ト
事
業
か
ら
発
想
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
村
民
の
皆
様
方
の
癒
し
な
い
し
は
交

流
の
拠
点
で
も
あ
る
。
こ
の
事
業
は
民
意

の
統
合
の
場
面
で
も
あ
る
。
議
会
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
私
は
決
し
て
悪
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
や
っ
ぱ
り
理
解
し
て

頂
く
よ
う
な
努
力
を
し
て
頂
き
た
い
な

と
思
う
。
そ
れ
が
村
民
の
福
祉
向
上
、
幸

せ
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
う
。

村
づ
く
り
に
つ
い
て
、
出
来

た
こ
と
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

一
期
目
は
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
よ
う
な
期
で
あ
り
地
域
づ
く
り
的

な
取
り
組
み
を
し
た
。
二
期
目
は
普
通
の

村
に
な
っ
た
。
村
の
イ
メ
ー
ジ
も
だ
い
ぶ

改
善
さ
れ
て
き
た
。
三
期
目
は
、
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
ソ

フ
ト
事
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
。

西本巳喜男 議員

村
づ
く
り
に
つ
い
て
、
3
期
12

年
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
村

長
の
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と
い
う
の

は
、
一
言
で
言
え
ば
村
民
所
得

の
向
上
の
手
段
と
だ
け
申
し
上

げ
て
お
く
。

ＱＡ西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

村
長

村
長

村
長
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通
学
路
安
全
点
検
と
い
う

こ
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
は
も
う
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
平
成
24
年
5
月
に
策

定
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
18
箇
所
の
点
検

に
つ
い
て
、
19
名
で
ど
う
い
う
や
り
方
で

実
施
さ
れ
た
か
を
ま
ず
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。相

良
村
通
学
路
安
全
推
進
会

議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
年
度
に
な
り
ま

す
。
今
年
の
2
月
22
日
に
さ
っ
き
建
設
課

長
か
ら
も
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
総

勢
19
名
で
相
良
村
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推
進
会
議
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
度
に
入
り

ま
し
て
7
月
8
日
に
最
初
2
月
に
要
望
が

あ
っ
た
点
検
箇
所
を
も
う
一
度
協
議
し
ま

し
て
、
自
ら
の
足
で
現
地
を
見
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
で
現
地
合
同
点
検
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
3
班
に

分
か
れ
ま
し
て
、
ま
ず
1
班
が
川

辺
の
松
馬
場
付
近
か
ら
四
浦
ま
で
。

こ
れ
は
公
用
車
を
使
っ
て
し
て
い

ま
す
。
2
班
が
役
場
か
ら
雨
宮
神

社
付
近
ま
で
、
こ
れ
は
徒
歩
で
点

検
し
ま
し
た
。
3
班
が
役
場
か
ら

柳
瀬
ま
で
。
こ
れ
は
公
用
車
を
使
っ

て
点
検
し
ま
し
た
。
私
は
2
班
の

役
場
か
ら
雨
宮
神
社
付
近
ま
で
徒

歩
で
点
検
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
て
、

い
つ
も
車
で
往
来
す
る
ん
で
す
け
ど
、
こ

の
時
は
歩
い
て
で
し
た
の
で
、
ぜ
ん
ぜ
ん

視
界
が
違
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
に
通
学

路
で
の
で
こ
ぼ
こ
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
し
っ
か
り
こ
う
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
て
、
後
で
、
こ
の
い
ろ
ん
な

点
検
箇
所
を
反
省
材
料
と
し
て
出
し
て
、

ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

教
育
長
か
ら
現
地
調
査
を
入

念
に
実
施
し
た
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
18
項
目
、
18
件
、
そ
の
中
で
重

点
的
に
、
県
に
要
望
さ
れ
た
と
思
う
の
で

す
け
ど
も
、
建
設
課
と
で
す
ね
。
9
月
4

日
に
は
も
う
提
出
し
た
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
18
箇
所
の
中
で
私
が
質
問

し
た
と
こ
ろ
の
雨
宮
に
つ
い
て
、
あ
そ
こ

の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
ど
う

判
断
を
さ
れ
た
か
。
対
策
で
す
。
建
設
課

長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
ほ
う
と
は
も

ち
ろ
ん
連
携
を
い
た
し
ま
し
て
、
通
学
路

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
新
規
対
策
箇
所
に

つ
い
て
の
追
記
さ
れ
た
分
を
見
直
し
た

と
こ
ろ
で
単
県
要
望
に
出
し
て
い
る
と

い
う
状
況
の
中
で
、
そ
の
雨
宮
の
部
分
で

す
け
れ
ど
も
、
一
応
県
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
改
良
済
み
の
区
間
に
つ
い
て
、
カ

ラ
ー
舗
装
な
り
あ
と
は
、
減
速
効
果
あ
る

波
線
な
り
、
県
の
見
解
と
し
て
は
、
も
う

対
策
済
み
と
い
う
と
こ
ろ
で
捉
え
て
い

る
。
今
後
、
議
員
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
薄
く
な
っ
た
り
、
そ
う
い
っ
た

部
分
で
も
う
1
回
要
望
す
る
こ
と
は
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
要
は
、
横
断
歩
道
な

り
制
限
が
警
察
当
局
し
か
出
来
な
い
よ

う
な
部
分
、
法
定
外
表
示
関
係
で
随
時
要

望
し
て
い
け
ば
県
も
対
応
し
て
く
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
当
に
安
心
安
全
な
、
通
学

路
を
確
保
す
る
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福田　雄二 議員

通
学
路
安
全
点
検
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
に
つ
い
て
実
施
状
況

に
つ
い
て
。

現
地
合
同
点
検
を
3
班
に
分
か

れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

安
全
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
新

規
対
策
箇
所
に
つ
い
て
追
記
さ

れ
た
部
分
を
見
直
し
単
県
要
望

に
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

福
田
議
員

福
田
議
員

福
田
議
員

国道４４５号永江での事故 教
育
長

建
設
課
長
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

黒
木　

正
照

　

委　
　

員　
　

梅
山　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

小
善　

満
子

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　

発
行
責
任
者　

吉
松　

啓
一

　

令
和
と
元
号
が
な
り
、
天
皇
陛

下
が
即
位
を
内
外
に
宣
言
さ
れ
る

「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
が
10
月
22
日

に
１
９
１
ヵ
国
の
元
首
や
王
族
、

政
府
関
係
者
が
参
列
さ
れ
て
執
り

行
わ
れ
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
拝
見

し
ま
し
た
。
宮
中
絵
巻
の
よ
う
に
、

正
装
さ
れ
た
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、

伝
統
装
束
を
ま
と
っ
た
女
性
皇
族

の
お
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
歴

史
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
、
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

相
良
村
に
於
い
て
も
平
成
28
年

９
月
に
合
併
60
周
年
を
迎
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
合
併
当
時
か
ら

村
長
も
５
名
の
方
々
が
村
政
運
営

に
係
わ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
議

員
定
数
も
合
併
当
時
は
18
名
で
し

た
が
、
現
在
は
８
名
削
減
さ
れ
10

名
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も
平
成

21
年
８
月
創
刊
号
を
刊
行
し
、
今

回
で
41
号
と
な
り
ま
し
た
。
開
か

れ
た
行
政
と
な
る
よ
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
議
会
中
継
を
始
め
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
議
会

だ
よ
り
」
を
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。広

報
委
員　

一
同

旬 の 行 事旬 の 行 事

あかつき保育園運動会なつめ保育園運動会

相良北小・四浦保育所あざみ園合同運動会

北嶽神社秋の大祭相良南小運動会

相良北小・四浦保育所あざみ園合同運動会


